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研究成果の概要（和文）：タバコ産業は無煙タバコによるハームリダクションを推奨してきた一方、水パイプ・
電子タバコからのエアロゾル曝露の健康影響が明らかになってきた。新型タバコの歯学教育実態は低かったが、
医学および新型タバコ対応への教育意識は高く、新型タバコを含む禁煙介入トレーニング受講者の介入診療への
自信度は高かった。口気中アルデヒド検査に課題があったが、口腔微小循環機能および歯周病由来口臭成分検査
を含む歯周病影響による介入は、加熱式タバコ使用を含む禁煙意思の獲得に効果的だった。口腔微小循環機能、
舌苔ディスバイオシス、唾液コチニン検査を用いた歯科簡易介入によるタバコ対策加速資源としての歯科領域の
可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：Tobacco industry has been encouraging harm reduction, while oral health 
consequences by aerosol exposure is becoming apparent. Although activity in dental education on 
emerging tobacco products was low, perception for acquisition of medical knowledge and tobacco 
intervention skills including heated tobacco products (HTPs) was high. Participants of tobacco 
intervention training with HTPs as a new content were highly confident in their future practice. The
 effects on periodontal disease including measurements of oral microcirculatory functions and 
periodontal disease-derived halitosis component were effective on motivation to quit smoking 
regardless of HTP use. Point-of-care tests such as oral microcirculatory functions, microbiome in 
tongue coating, and salivary cotinine may be useful for motivating dental patients instead of 
aldehyde in exhaled air of HTP users. These results indicate usefulness of dental settings as the 
resource for acceleration of tobacco control.

研究分野： 公衆衛生学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
タバコ産業による新型タバコによるハームリダクションの歯科医療従事者への推奨に対して、本研究では、新型
タバコを含む脱タバコ社会実現のため、歯学・歯科衛生教育ならびに歯科医療従事者のタバコ介入への肯定的な
意識が確認され、さらに、加熱式タバコを含む新型タバコ等の口腔の健康影響に関する新たな学術的知見が整理
された。本研究の成果が歯科学生・歯科医療従事者向けの効果的なトレーニング開発に資することで、ＷＨＯが
歯科に推奨する簡易タバコ介入の普及の取組が強化される。本研究の成果は、電子タバコならびに加熱式タバコ
の世界的流行に対し、地球規模でのタバコ対策の加速に歯科領域の面から寄与する第一歩となるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
(1)世界のタバコ対策 
ＷＨＯ世界保健機関は、地球規模でのタバコ使用による健康被害の減少を図るため、ＷＨＯタ

バコ規制枠組み条約により包括的な対策を各国に推奨してきた。歯科では北米、次いで、英国で
の歯科医師会等の機関ならびに政府の歯科関連部門での対応が先行した。2011 年の国際連合に
おける NCD（生活習慣病）の予防・管理に関する政治宣言（第 19 条）では、歯科疾患と NCD の
コモンリスクファクター・アプローチによる疾病負荷の減少による恩恵が認識された。そして、
2017 年には、メタアナリシスに基づく歯科領域のタバコ使用の健康影響報告書を発行し、歯科
プライマリケアでの簡易タバコ介入を推奨している。 
 

(2)日本のタバコ対策と歯科での対応 
わが国では、いわゆるタバコ白書第 4 版(2016 年)に、能動喫煙と口腔がん・歯周病・齲蝕・

口腔インプラントとの関係および受動喫煙と子どもの齲蝕との関係が示された。さらに、医科で
のみ健康保険適用となっている禁煙治療に関して歯科への適用拡大の必要性が指摘されている。
また、2020 年にはタバコの箱の注意文言に「歯周病」が採用された。 
わが国では健康増進法施行の改正で受動喫煙規制強化が段階的に図られ、タバコ産業はこれ

まで２度にわたり、新型タバコを市場投入した。市場投入と同時に、ハームリダクションの観点
からタバコ消費の維持およびタバコ使用の継続を図っていた。市場に投入された新型タバコは、
いずれも口腔で使用する無煙タバコで、１度目はガムの中にタバコを含めた噛みタバコで、２度
目は頬と歯茎の間にポーションに入ったタバコ葉を挟んで使用する嗅ぎタバコに分類された。
歯科領域では、無煙タバコ使用先行国での研究の文献レビューによる健康影響の疫学研究成果
の学術面からの対応が行われてきた。 
３度目は、タバコのないオリンピックの協定の下での東京オリンピック開催にあたり、受動喫

煙防止の一層の強化が行なわれることとなったことを見据えての加熱式タバコの市場投入だっ
た。世界で初めて日本、イタリア、スイスで加熱式タバコが市場投入され、再びハームリダクシ
ョンの提唱等によりタバコ離れの抑制を図りはじめた。 
 

(3)加熱式タバコ使用の健康影響の課題 
 欧米諸国では、加熱式タバコに先行して電子タバコ流行による地球規模でのタバコ対策への
懸念が広がってきた。わが国における加熱式タバコ流行にともない、燃焼式タバコ喫煙に加えて、
電子・加熱式に共通するエアロゾルタバコ成分の喫煙の流行によるタバコ消費の低減の政策へ
の影響への対応が急務となっている。 
燃焼式タバコの健康影響の学術的知見で得た経験では、タバコ使用の流行から健康被害が表

れはじめるまでには、十年単位での長期間の追跡が必要である。新型タバコが市場に流通しだし
てから間もないため、電子・加熱式タバコに共通する課題は、疫学知見をもとにした対策を講じ
ることは困難であり、予防原則にしたがった対策が必要であることが指摘されている。 
一方、健康被害が明確になる前の段階では、「害が少なく健康リスクも小さい」という誤認を

招きそうな広告により、わが国のタバコ対策が減速し、ひいては、地球規模でのタバコ対策への
影響が懸念されるようになってきた。 
 
(4)新型タバコと歯科 
加熱式タバコのエアロゾルが最初に触れる臓器は口腔の組織細胞であり、口腔細菌を含めた

生態系にも影響が及ぶ可能性がある。口腔と全身の関係から健康影響が全身に現れる前に早期
に口腔に影響が現れる可能性も考えられる。したがって、歯科医療従事者は加熱式タバコ使用へ
の介入にも密接に関係していく必要性がある。ＷＨＯは歯科プライマリケアでの簡易タバコ介
入を推奨しており、わが国では加熱式タバコが世界に先駆けて市場に投入されたことから、わが
国の歯科医療従事者は、加熱式タバコを含めたタバコ介入への対応を考案・実施し、その成果を
世界に報告する責務がある。 
 
２．研究の目的 
 
(1)リサーチクエスチョン 
わが国の歯科医療従事者のタバコ対策への参画は、北米、英国と比べて遅れた。その理由は北

米では口腔で使用される無煙タバコが若年者に流行し、健康被害を歯科医療従事者が認識しや
すかった。英国の歯科関係者は、東南アジアの無煙タバコ使用国との繋がりが強く口腔がん対策
への関心が高く、英国では医師を中心として燃焼式タバコ使用への対応が早期に行われたこと
が背景にある。わが国で、これまで２度の市場流通が行われた新型タバコは、いずれも口腔で使
用されるタバコだった。３度目の新型タバコは従来の燃焼型に類似した方法で使用されること
から、歯科医療従事者の関心は低いかもしれない。そこで、最初の疑問点は「加熱式タバコ流行
は、歯科患者や歯科専門家の禁煙・受動喫煙防止の意識に影響するか？」とした。 
これまでの２度の新型タバコ市場投入では、タバコ産業はハームリダクションを提唱してお

り、使用者に安全であるとの誤認を招きやすい表現が広告で用いられていた。そこで、今回の市



場投入においてもその対応として、２つめのリサーチクエスチョンは「加熱式タバコは口腔の健
康に安全か？」を設定した。 
 

(2)研究目的 
本研究の目的は、口腔の健康に責任のある歯科医療従事者とその患者の禁煙・受動喫煙防止の

意識が、加熱式タバコにより、どのように影響を受けるかを調査し、併せて、加熱式タバコ使用
により早期に口腔領域に出現する健康影響を自覚症状の文献レビューと臨床測定により解明し、
歯科領域の面でのタバコ対策強化での対応を検討することとした。 
 
３．研究の方法 
 研究開始当初の背景に対応した研究目的の達成のため、研究開始当初の研究方法では、文献考
察の他に、歯科医療従事者ならびに歯科受診患者を対象とし、「開業歯科医院・歯科大学病院」
での研究計画を立案した。ところが、新型コロナウイルス感染症は歯科臨床現場に断続的に影響
を及ぼすこととなり、研究目的の達成に向けて研究の場を「教育および大学研究室」に変更した。 
 
(1)文献レビュー：文献情報は加熱式タバコの特徴であるエアロゾル喫煙の原理をもち、加熱式
タバコに先行して流通している水パイプタバコならびに電子タバコを文献検索の対象とした。
加熱式タバコの健康影響については日本で市場流通して間もないこと、新型コロナウイルス感
染症の影響に鑑み、文献情報については最終年に蓄積された自覚症状についてのウェブ調査研
究の文献レビューを行った。 
 
(2)「加熱式タバコ流行は、歯科患者や歯科専門家の禁煙・受動喫煙防止の意識に影響するか？」
の研究：口腔の健康に責任のある歯科医療従事者とその患者の禁煙・受動喫煙防止の意識が、加
熱式タバコにより、どのように影響を受けるかについては、以下の４つの意識調査（①～④）を
行った。 
①歯科大学・歯科衛生教育校の教育担当責任者の意識調査 
 全国の歯科大学・歯科衛生校の教育実態および教育担当者の意識調査に、新型タバコおよび加
熱式タバコの内容を加え、他の内容への回答との比較を行った。 
②歯科大学教育責任者の医学教育拡充についての意識調査 
福岡歯科大学を除く国内歯科大学の教育責任者に医学知識の教育の必要性の意識調査を行っ

た。調査は特に禁煙介入に特化したものではないが喫煙が歯科・全身疾患の共通リスクであるこ
とを踏まえた基盤意識を調査した。 
③歯科禁煙介入のための eラーニングによるトレーニング受講者の自信度調査 
 ＷＨＯは歯科での簡易タバコ介入を推奨しており日本での普及のための専門家のトレーニン
グとしてｅラーニング研修を開発したが、そのコンテンツに加熱式タバコの単元を新設したコ
ースの受講満足度と受講後の介入実践の自信度を調べた。 
④職域での禁煙フェア参加者を対象とした意識調査 
 職域での１日限りの禁煙フェアを実施、加熱式タバコ使用者と燃焼式タバコ使用者の禁煙の
意識が禁煙フェア参加後に変化するかどうか、変化と関連する要因は何かについて、パルスレー
ザーオキシメーターによる口腔微小循環機能検査、口気口臭成分検査、呼吸器機能検査の結果と
の関連を検討した。 
 
(3)「加熱式タバコは口腔の健康に安全か？ 」の研究：加熱式タバコ使用により早期に口腔領
域に出現する健康影響については、口腔の微小循環機能測定（⑤）および口気成分の検出（⑥、
⑦）により行った。 
⑤口腔微小循環機能の測定調査 
 意見交換で健康増進法の受動喫煙防止規定の研究のための喫煙が法適用例外であることが判
明し、研究施設内で喫煙介入試験を行った。教員および学生を対象としてパルスレーザー分画オ
キシメーターおよびレーザードップラー分画血流計による口腔微小循環機能の基本的測定法の
確立の後、加熱式タバコ喫煙前後の変化を調べた。 
⑥口気口臭成分の検出 
 禁煙フェア参加者の口気口臭成分のうち揮発性硫黄化合物（硫化水素・メチルメルカプタン・
ジメチルサルファイド）をオーラルクロマで測定し、ロジスティック回帰分析により交絡要因を
調整して、禁煙意思獲得との関係を調べた。 
⑦口気アルデヒドの検出 
 教員および学生を対象として、口臭官能検査で使用する臭気袋に加熱式タバコ喫煙直後の口
気を採取し、ホルムアルデヒド検知管によりホルムアルデヒドの検出を試みた。 
 
４．研究成果 
 
(1)文献レビュー 
加熱式タバコに使用方式が類似している水パイプタバコは、400 年以上の市場流通を経ており、

ＷＨＯ健康影響報告書（第 2版 2015 年）では歯周病・口腔インプラント・口腔カンジダ症との



関係が疫学研究で明らかになっていた。欧米で市場流通が先行した電子タバコの健康影響は、口
腔インプラント・口腔カンジダ症・歯の破折や歯肉の痛みの自覚・歯周ポケットディスバイオシ
スが報告された。加熱式タバコ使用に関して 14 編の文献レビューでは、健康影響は、急性影響
ならびに呼出煙の受動喫煙の影響が報告されており、慢性影響については有訴者の使用率が高
く、歯周病への電子タバコ使用の影響で報告されている加熱式および燃焼式タバコ過去使用の
影響の判別が困難と思われた。さらに、電子・燃焼式タバコの３重使用や喫煙開始のゲートウェ
イ、禁煙意思の低下、燃焼タバコ使用再開、誤認を招く広告、手ごろ感の価格比較等、幅広い研
究がすすんでいた。健康影響が明らかになりつつある一方で、タバコ産業は無煙タバコの市場投
入時にもみられた消費者へのハームリダクション等を広告していたが、最近では、歯科を含む医
療従事者にも患者や市民にハームリダクションを推奨させる活動が始まっていた。また、加熱式
タバコ喫煙が燃焼式タバコ喫煙と同程度に血管内皮細胞の機能を傷害することが示されていた。 
 

(2)「加熱式タバコ流行は、歯科患者や歯科専門家の禁煙・受動喫煙防止の意識に影響するか？」
の研究 
①歯科大学・歯科衛生教育校の教育担当責任者の意識調査 

無煙タバコの市場投入に際して、公衆衛生面と個人予防の２つの専門領域での恩恵へ
の意識が対立する懸念があり医療従事者が適切な対応をとる必要性が指摘されていた。
歯学・歯科衛生教育機関 197 校に調査票を郵送し 155 校(反応率 78.7%）から回答を得た。喫煙
と歯周病の関係の講義を行っていたのは 93%と高かったが、口腔インプラントへの影響は 33%で
無煙タバコ(17%)・新型タバコ(27%)は低かった。一方で、禁煙臨床介入・新型タバコ対応の教育
の重要性意識は高かった(83-97%)。 
②歯科大学教育責任者の医学教育拡充についての意識調査 
28 校に質問紙を郵送し 20校(71.4%)から回答を得た。SWOT 分析により、教育責任者は医学教

育拡充を内部環境の教育面での「弱み」について消極的な意識もあったが、外部環境の機会から
多面的に促進することに肯定的だったことから禁煙介入教育の基盤意識が確認された。 
③歯科禁煙介入のための eラーニングによるトレーニング受講者の自信度調査 
 歯科簡易介入 e ラーニングを 320 名が受講し、修了率は 78.4%(251 名)だった。新型タバコ対
応を含む禁煙介入トレーニング受講者の介入診療への知識・スキル9項目の獲得意識は90-100％
と高く、臨床実地の自信度も 66-72%とワークショップ形式研修後(60%)より高く、新型タバコに
も歯科医療従事者が対応できる可能性が示唆された。 
④職域での禁煙フェア参加者を対象とした意識調査 
禁煙啓発イベント参加者 241 名の禁煙準備意識を調べたところ、加熱式タバコ使用者は 30%だ

った。6か月以内の禁煙意思ありの者は 26%から 44%に有意に増加し、40 歳以上の加熱式タバコ
使用者の増加が顕著(9%から 35%)だった。1か月以内の禁煙意思のある者は 9%だったが、口腔微
小循環機能および口臭成分検査を含む歯周病影響と呼吸器機能（肺年齢）を含む介入により禁煙
意思のなかった者のうち 13%が禁煙意思を新たに獲得した。口腔微小循環や歯周病・口臭情報の
提供は禁煙の動機づけ支援に効果的であることが示唆された。 
 

(3) 加熱式タバコは口腔の健康に安全か？ 職域の喫煙者の禁煙動機は加熱式タバコ使用の有
無にかかわらず、口気成分を含む歯周病への影響は禁煙の動機づけに効果的だった。 
⑤口腔微小循環機能の測定調査 
 試験に先立ち歯科用微小循環測定プローブ開発を行い、歯肉・口蓋・頬粘膜、舌の測定部位や
条件を検討した。加熱式タバコ使用者への介入研究では加熱式タバコ使用者全員から唾液コチ
ニンが検出されたことから、ニコチン曝露の口腔影響の可能性が示唆された。歯肉微小循環分画
測定では加熱式タバコ喫煙後に酸素飽和度ならびに浅層血流量には変化が検出されなかったが、
深層血流量に 9%の有意な減少が認められ、加熱式タバコ使用は、歯肉分画別の微小循環機能に
影響を及ぼすことが示唆された。 
⑥口気口臭成分の検出 
 禁煙啓発イベント参加者で、啓発介入の前に 1 か月以内の禁煙意思がなかった者 220 名がイ
ベント後に禁煙意思を獲得した要因をロジスティック回帰分析で調べたところ、１か月以内の
禁煙意思獲得は、使用タバコの形式とは独立して、歯周病由来口臭成分メチルメルカプタンが多
いことが有意に関連(オッズ比 3.89, P=0.018)したことから、歯周病が原因の口臭成分が検出さ
れたことが１か月以内の禁煙動機の獲得と関連することが示唆された。 
⑦口気アルデヒドの検出 
 口気中アルデヒド検査では、加熱式タバコの種類により、また、アセトアルデヒド、ホルムア
ルデヒドの成分の種類により、検出されたり、されなかったりしたことから、口気中のアルデヒ
ドの検出方法に課題がみられた。 
 
本研究により、口腔の健康に責任のある歯科医療従事者とその患者の禁煙・受動喫煙防止の意

識が、加熱式タバコにより、どのように影響を受けるかを調査した結果、将来、歯科医療従事者
となる歯学・歯科衛生の学生の教育担当者ならびに責任者の調査では、現状では、無煙・加熱式
タバコを含む新型タバコ介入の教育実態は低かったが、必要性の意識は高く、さらに、禁煙支援



の介入研修の受講者においては、加熱式タバコのコンテンツを含む研修による知識やスキルの
獲得意識も高く、介入の実践への自信度もこれまでになく高かった。さらに、加熱式タバコ使用
の有無にかかわらず、歯周病を内容に含む禁煙啓発イベントへの参加により、禁煙意思が向上し
ていたことから、加熱式タバコの流行は、歯周病に関連する啓発の介入に関して、歯科医療従事
者およびその患者の禁煙・受動喫煙防止の意識をより一層高める機会であることが示唆された。 
加熱式タバコ使用により早期に口腔領域に出現する健康影響を自覚症状の文献レビューの結

果および臨床測定ならびに検査結果の提示により、加熱式タバコ使用の歯周病および、口腔の微
小循環機能への影響や歯周病由来の口臭成分の説明は、加熱式タバコを含む禁煙の動機づけに
効果的だった。 
以上のことから、加熱式タバコの口腔の健康影響を含む、歯周病、歯肉微小循環機能、口気口

臭成分による啓発による禁煙の動機づけ支援を通じて、歯科医療従事者は、加熱式タバコを含む
禁煙・受動喫煙防止などのタバコ対策に効果的な資源であることが示唆された。 
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